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明
治
五
年
（
一
八
七
二
年
）
に
日
本
で
は
じ
め
て

の
鉄
道
が
横
浜
を
走
っ
て
か
ら
百
二
十
年
余
り
。
鉄

道
は
横
浜
の
都
市
と
し
て
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
と
言
え
る
。
新
橋
と
横
浜
で
そ
れ
ぞ

れ
鉄
道
開
業
式
が
行
わ
れ
た
十
月
十
四
日
（
太
陽
暦
）

が
、
今
年
か
ら
「
鉄
道
の
日
」
と
し
て
定
め
ら
れ
た
。

こ
こ
で
は
、
発
祥
以
来
の
横
浜
に
お
け
る
鉄
道
の
歩

み
を
振
り
返
っ
て
み
る
。

１
一
日
本
で
最
初
の
鉄
道
開
業

　
日
本
最
初
の
鉄
道
開
業
区
間
に
つ
い
て
は
、
一
般

に
新
橋
～
横
浜
間
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
区
間
が
開
業
す
る
四
ヵ
月
ほ
ど
前
の
明
治
五
年
の

旧
暦
五
月
七
日
、
工
事
が
完
了
し
た
品
川
と
横
浜
の

間
で
仮
開
業
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
は
、
品
川

～
横
浜
の
間
に
中
間
の
駅
は
な
く
、
一
日
に
二
往
復

の
旅
客
列
車
（
翌
日
か
ら
は
六
往
復
）
が
運
転
さ
れ

た
。
こ
の
時
の
横
浜
駅
（
初
代
横
浜
駅
）
は
、
現
在

の
桜
木
町
駅
に
あ
た
る
。
ま
た
、
一
ヵ
月
後
の
六
月

五
日
、
品
川
～
横
浜
の
間
に
川
崎
駅
と
神
奈
川
駅
が

開
設
さ
れ
た
。

　
今
年
か
ら
「
鉄
道
の
日
」
と
定
め
ら
れ
た
十
月
十

四
日
は
、
旧
暦
の
九
月
十
二
日
に
あ
た
り
、
明
治
五

年
の
こ
の
日
、
横
浜
と
新
橋
の
両
駅
で
明
治
天
皇
ご

臨
席
の
も
と
開
業
式
が
開
か
れ
た
。
こ
の
開
業
式
は

雨
天
に
よ
り
、
当
初
の
予
定
よ
り
三
日
間
順
延
さ
れ

て
の
開
催
で
あ
っ
た
。
新
橋
～
横
浜
間
で
の
営
業
開

始
は
翌
九
月
十
三
日
か
ら
で
、
こ
の
日
に
鶴
見
駅
が

開
設
さ
れ
て
い
る
。

２
一
横
浜
駅
の
変
遷

①
－
初
代
横
浜
駅
（
明
治
五
年
～
大
正
四
年
）

　
現
在
の
桜
木
町
駅
に
あ
た
る
。
駅
舎
の
本
屋
は
木

骨
石
張
り
二
階
建
て
二
棟
で
、
開
業
前
年
の
明
治
四

年
九
月
二
日
に
完
成
し
た
。
こ
の
初
代
横
浜
駅
の
敷

地
は
、
廃
止
さ
れ
た
旧
東
横
浜
貨
物
駅
を
含
め
た
広

い
も
の
で
、
機
関
庫
や
転
車
台
も
備
え
て
い
た
。
現

在
、
桜
木
町
駅
前
の
地
下
道
入
口
脇
に
鉄
道
発
祥
記

念
碑
が
、
ま
た
地
下
道
入
口
の
柱
に
当
時
の
駅
長
室

跡
を
示
す
石
版
が
、
そ
れ
ぞ
れ
初
代
横
浜
駅
の
あ
っ

た
場
所
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
初
代
横
浜
駅
は
、
大

正
四
年
八
月
十
五
日
、
二
代
目
横
浜
駅
の
開
業
と
同

時
に
桜
木
町
駅
へ
と
改
称
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
年

に
は
、
貨
物
業
務
が
分
離
さ
れ
東
横
浜
貨
物
駅
が
新

設
さ
れ
た
。
当
時
の
駅
舎
は
、
関
東
大
震
災
に
よ
り

焼
失
し
て
い
る
。

初代横浜駅
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（12.3）

　5.7
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　7.15

12.24

　9.23

　4.1

　10.10

（7 .28）

　12.20

　8.15

　12.30

　10.1

　4.1

（10. 1）

　4.1

　10.13

東京～横浜鉄道建設の廟議決定

初代横浜駅（現桜木町）の本屋が完成

品川～横浜仮開業（23.8km、所要35分）、１日２往復の旅客列車を運転（翌日から６往復）

品川～横浜間に川崎、神奈川の両駅を開設

新橋（現汐留）に横浜鉄道開業式（太陽暦10月14日）

新橋～横浜営業開始、鶴見駅開設

＜太陽暦採用、この日を明治６年１月１日とする＞

鶴見～横浜複線化により新橋～横浜の複線化完了

東海道線：横浜～国府津間開通

　程ヶ谷（現保土ヶ谷）、戸塚の両駅が開業

＜大日本帝国憲法発布＞

＜横浜市制施行：人口116,193人＞

横須賀線：大船～横須賀開通

東海道線：新橋～神戸開通（全線開通）

＜日清戦争が始まる＞

神奈川～程ヶ谷短絡線（軍事輸送用）完成

神奈川～程ヶ谷短絡線を営業線として使用開始

　遠距離直通列車は横浜駅不通過

大師電気鉄道（のちに京浜電気鉄道、現京浜急行）：六郷橋～大師開業

大師電気鉄道が京浜電気鉄道に社名変更

神奈川～程ヶ谷短絡線上に平沼駅を開設

京浜電気鉄道：六郷橋～川崎開通

＜日露戦争が始まる＞

横浜電気鉄道（のちに横浜市電）が市内電車開業

　　（神奈川～大江橋）

京浜電気鉄道：川崎～神奈川開通

　　（品川～神奈川全通）

横浜鉄道（現横浜線）：東神奈川～八王子開通

横浜鉄道を国鉄が借り上げる

2代目横浜駅着工（現東急東横線高島町駅付近）

＜第1次世界大戦が始まる＞

東京駅開業、高島町に電車専用仮ホーム開設

　東京～高島町で電車運転

２代目横浜駅開業、初代横浜駅は桜木町と改称、高島町と平沼駅、神奈川～程ヶ谷短絡線は廃止

東京～横浜の電車運転を桜木町まで延長、桜木町駅貨物業務を分離し貨物専用の東横浜駅を新設

　横浜鉄道を国鉄が買収（国鉄横浜線）

２代目横浜駅～桜木町電車専用線の高架複線化完成

＜第１回国勢調査、横浜市人口422,938人＞

横浜電気鉄道を横浜市が買収（横浜市電）

10月14日を「鉄道記念日」と定める

大正４年（1915） 大正３年（1914） 明治34年（1901）

年 項目



②
－
ニ
代
目
横
浜
駅
（
大
正
四
年
～
昭
和
三
年
）

　
現
在
の
東
急
東
横
線
高
島
町
駅
付
近
に
位
置
し
、

大
正
四
年
八
月
十
五
日
に
開
業
し
た
。
駅
舎
は
鉄
骨

レ
ン
ガ
造
り
二
階
建
て
。
洋
風
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
外

観
は
、
前
年
に
開
業
し
た
東
京
駅
と
よ
く
似
て
い
た

が
、
駅
正
面
を
貨
物
用
の
高
架
線
が
横
切
っ
て
お
り
、

せ
っ
か
く
の
美
観
を
損
ね
て
い
た
。
ま
た
、
駅
の
構

造
と
し
て
は
日
本
で
最
初
の
橋
上
駅
で
あ
っ
た
。

　
東
京
駅
の
開
業
と
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
た
京
浜
間
で

の
電
車
運
転
（
京
浜
東
北
線
の
は
じ
ま
り
）
に
対
応

す
る
た
め
、
二
代
目
横
浜
駅
が
開
業
す
る
ま
で
の
間
、

高
島
町
に
電
車
専
用
の
仮
ホ
ー
ム
が
開
設
さ
れ
た
が
、

二
代
目
横
浜
駅
の
開
業
と
と
も
に
電
車
は
横
浜
駅
に

乗
り
入
れ
、
高
島
町
仮
ホ
ー
ム
は
廃
止
さ
れ
た
。
こ

の
電
車
運
転
は
、
ま
も
な
く
桜
木
町
駅
ま
で
延
長
さ

れ
た
。

　
二
代
目
横
浜
駅
の
駅
舎
は
、
関
東
大
震
災
に
よ
り

倒
壊
し
て
い
る
。

③
－
三
代
目
横
浜
駅
（
昭
和
三
年
～
現
在
）

　
現
在
の
横
浜
駅
の
位
置
で
、
昭
和
三
年
十
月
十
五

日
に
開
業
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
駅
舎
は
開
業
当
時

の
も
の
が
現
在
は
改
築
（
昭
和
五
十
五
年
十
一
月
七

日
に
東
口
駅
ビ
ル
が
開
業
）
さ
れ
て
お
り
、
文
献
に

よ
っ
て
は
現
在
の
横
浜
駅
を
四
代
目
と
す
る
も
の
も

あ
る
。
開
業
当
時
の
駅
舎
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
大

時
計
は
、
現
在
横
浜
市
電
保
存
館
（
磯
子
区
滝
頭
）

に
保
存
・
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
三
代
目
横
浜
駅
は
、
開
業
後
数
年
の
間
に
私
鉄
の

乗
り
入
れ
が
相
次
い
だ
。
東
京
横
浜
電
鉄
（
現
在
の

東
京
急
行
）
は
昭
和
三
年
五
月
十
八
日
に
高
島
（
現

東
横
線
高
島
町
）
ま
で
延
伸
し
て
い
た
が
、
三
代
目

横
浜
駅
開
業
と
同
時
に
駅
を
併
設
し
て
い
る
。
京
浜

電
気
鉄
道
（
現
在
の
京
浜
急
行
）
は
昭
和
五
年
二
月

五
日
、
神
中
鉄
道
（
現
在
の
相
模
鉄
道
）
は
昭
和
八

年
十
二
月
二
十
七
日
に
そ
れ
ぞ
れ
横
浜
駅
へ
乗
り
入

れ
て
い
る
。
な
お
、
横
浜
市
営
地
下
鉄
が
乗
り
入
れ

た
の
は
昭
和
五
十
一
年
九
月
四
日
で
あ
っ
た
。

３
一
市
内
鉄
道
各
線
の
沿
革

①
－
Ｊ
Ｒ
（
旧
国
鉄
）

ア
東
海
道
線
・
新
幹
線

　
明
治
五
年
五
月
七
日
（
旧
暦
）
、
品
川
～
初
代
横

浜
間
（
二
三
・
八
キ
ロ
）
で
仮
開
業
さ
れ
た
の
が
日

本
の
鉄
道
の
は
じ
ま
り
で
あ
り
、
東
海
道
線
の
は
じ

ま
り
で
あ
る
。
明
治
二
十
年
七
月
十
一
日
に
は
国
府

津
ま
で
開
通
、
こ
の
と
き
程
ヶ
谷
駅
（
現
保
土
ヶ
谷

駅
）
と
戸
塚
駅
が
開
業
し
て
い
る
。
神
戸
ま
で
全
線

２代目横浜駅

開
通
し
た
の
は
明
治
二
十
二
年
で
あ
っ
た
。
な
お
、

東
海
道
線
と
い
う
名
称
は
、
明
治
二
十
八
年
に
全
国

の
線
路
名
称
を
統
一
す
る
際
に
付
け
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。

　
こ
の
頃
の
列
車
は
、
初
代
横
浜
駅
で
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ

ク
運
転
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
運

転
は
、
神
奈
川
～
程
ヶ
谷
の
間
に
短
絡
線
が
完
成
し
、

営
業
線
と
し
て
使
用
さ
れ
る
明
治
三
十
一
年
ま
で
続

く
。
こ
の
短
絡
線
の
供
用
に
よ
り
、
遠
距
離
直
通
の

列
車
は
横
浜
駅
を
通
過
し
な
く
な
り
、
代
わ
り
に
短

絡
線
上
に
平
沼
駅
が
開
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
大
正

三
年
末
に
東
京
駅
が
開
業
、
横
浜
駅
も
二
代
目
、
三

代
目
と
位
置
を
変
え
て
い
る
。

　
東
海
道
新
幹
線
は
昭
和
三
十
九
年
十
月
一
日
、
東

京
～
新
大
阪
間
（
五
一
五
キ
ロ
）
で
開
通
、
横
浜
で

は
横
浜
線
と
の
乗
換
駅
と
し
て
新
横
浜
駅
が
開
業
し

３代目横浜駅（昭和26年）

現在の横浜駅東口(昭和56年）
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1923　大正12年

1926　大正15年

1927　昭和２年

1928　昭和３年

1929　昭和４年

1930　昭和５年

1931　昭和６年

1932　昭和７年

1933　昭和８年

1934

1935

1939

1941

47●

昭和９年

昭和10年

昭和14年

昭和16年

（9. 1）

（9.1）

　2.14

　3.10

　5.12

　12.1

　3.9

（3.15）

　5.24

　5.31

　8.28

（10.1）

　5.18

　8.18

　10.15

　2.14

　6.22

　12.12

　2.5

　4.1

　10.28

（9.18）

　10.1

10.25

12.26

3.31

10.1

4.1

12.27

12.23

（3 .26）

（4.1）

　4.5

　11.1

（12.8）

＜関東大震災＞

関東大震災により２代目横浜駅倒壊、桜木町駅は焼失

東京横浜電鉄（現東京急行）：丸子多摩川（現多摩川園）～神奈川開通

鶴見臨港鉄道（現鶴見線）：弁天橋～浜川崎、武蔵白石～大川開通（貨物専用線）

神中鉄道（現相模鉄道）：厚木～二俣川開通

神中鉄道：二俣川～星川（現上星川）開通

南武鉄道（現南武線）：川崎～登戸開通

＜山下公園開園＞

３代目横浜駅着工（現在の横浜駅）

神中鉄道：星川～北程ヶ谷（現星川）開通

東京横浜電鉄：渋谷～丸子多摩川開通

＜区制施行：中、磯子、神奈川、保土ヶ谷、鶴見＞

東京横浜電鉄：神奈川～高島（現高島町）開通

鶴見臨港鉄道：浜川崎～扇町開通（貨物専用線）

３代目横浜駅開業、２代目横浜駅と神奈川駅は廃止

神中鉄道：北程ヶ谷～西横浜開通

京浜電気鉄道：神奈川～横浜（仮）駅（月見橋）開通

南武鉄道：川崎～立川全線開通

京浜電気鉄道：横浜（仮）駅～横浜駅開通

湘南電気鉄道（現京浜急行）：黄金町～浦賀、金沢八景～湘南逗子開通

鶴見臨港鉄道：弁天橋～鶴見（仮駅）開通、電車による乗客輸送を開始

＜満州事変が始まる＞

程ヶ谷駅が保土ヶ谷駅へと改称

神中鉄道：西横浜～平沼橋開通

京浜電気鉄道：横浜～日ノ出町開通

湘南電気鉄道：黄金町～日ノ出町開通

　京浜電気鉄道と湘南電気鉄道が連絡完成

東京横浜電鉄：高島屋～桜木町開通

横浜線：東神奈川～原町田（現町田）電車運転開始

　桜木町へ乗り入れ

京浜電気鉄道：国鉄品川駅へ乗り入れ

　品川～浦賀で湘南電気鉄道と相互直通運転を開始

神中鉄道：平沼橋～横浜開通

鶴見臨港鉄道：国鉄鶴見駅へ乗り入れ

＜横浜復興大博覧会開催（山下公園）＞

＜港北区、戸塚区新設（7区）＞

横浜線：原町田～八王子電化（横浜線全線電化）

京浜電気鉄道が湘南電気鉄道と合併（現京浜急行）

＜太平洋戦争が始まる＞

項目月日年



て
い
る
。
開
業
後
し
ば
ら
く
は
「
こ
だ
ま
」
の
み
の

停
車
駅
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
十
一
年
七
月
一
日
か

ら
は
「
ひ
か
り
」
も
停
車
（
一
日
に
上
り
下
り
各
一

本
）
す
る
よ
う
に
な
る
。
「
ひ
か
り
」
の
停
車
本
数

は
、
市
営
地
下
鉄
の
横
浜
～
新
横
浜
間
開
通
に
あ
わ

せ
て
昭
和
六
十
年
に
大
幅
に
増
加
し
た
。

イ
横
須
賀
線

　
海
軍
工
廠
の
あ
る
横
須
賀
ま
で
の
鉄
道
建
設
は
、

軍
部
か
ら
の
強
い
要
請
に
よ
る
も
の
で
、
明
治
二
十

二
年
六
月
十
六
日
、
大
船
～
横
須
賀
間
（
一
六
・
二

キ
ロ
）
が
開
通
し
た
。
こ
の
区
間
の
電
化
は
東
海
道

線
と
同
時
に
行
わ
れ
（
大
正
十
四
年
）
、
横
須
賀
か

ら
久
里
浜
ま
で
開
通
し
た
の
は
昭
和
十
九
年
で
あ
っ

た
。
昭
和
五
十
五
年
十
月
か
ら
は
東
海
道
線
と
分
離

さ
れ
、
東
戸
塚
駅
が
開
業
し
て
い
る
。

ウ
京
浜
東
北
線
・
根
岸
線

　
京
浜
間
の
電
車
運
転
は
、
大
正
三
年
十
二
月
二
十

日
、
東
京
駅
の
開
業
か
ら
は
じ
ま
る
。
横
浜
で
は
二

代
目
横
浜
駅
が
建
設
中
で
、
こ
の
電
車
運
転
に
対
応

す
る
た
め
高
島
町
に
電
車
専
用
の
仮
ホ
ー
ム
が
設
置

さ
れ
た
。
二
代
目
横
浜
駅
の
開
業
に
あ
わ
せ
て
電
車

も
横
浜
駅
に
乗
り
入
れ
、
同
じ
大
正
四
年
の
十
二
月

三
十
日
か
ら
は
電
車
運
転
が
桜
木
町
駅
ま
で
延
長
さ

れ
て
い
る
。
当
時
こ
の
電
車
は
院
電
（
院
線
電
車
）

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
太
平
洋
戦
争
が
は
じ
ま
る
と
、

軍
需
工
場
へ
の
通
勤
の
た
め
、
昭
和
十
八
年
に
新
子

安
駅
が
開
業
し
た
。
「
京
浜
東
北
線
」
と
い
う
名
称

が
一
般
に
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
戦
後
の
こ

と
で
あ
る
。

　
日
本
最
初
の
鉄
道
が
開
通
し
て
以
来
、
桜
木
町
駅

か
ら
市
中
心
部
関
内
方
面
へ
の
鉄
道
延
伸
は
長
い
間

行
わ
れ
な
か
っ
た
。
根
岸
線
と
し
て
桜
木
町
か
ら
の

延
伸
線
が
開
通
し
た
の
は
昭
和
三
十
九
年
五
月
十
九

日
で
、
桜
木
町
～
磯
子
ま
で
（
七
・
八
キ
ロ
）
が
開

通
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
四
十
五
年
に
は
洋
光
台
ま

で
延
伸
さ
れ
、
昭
和
四
十
八
年
に
大
船
ま
で
全
線
が

開
通
し
た
。

エ
横
浜
線

　
横
浜
の
豪
商
原
善
三
郎
ら
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た

横
浜
鉄
道
は
、
明
治
四
十
一
年
九
月
二
十
三
日
に
東

神
奈
川
～
八
王
子
間
（
四
二
・
六
キ
ロ
）
で
開
業
し

た
。
し
か
し
、
会
社
設
立
の
際
に
、
い
つ
で
も
政
府

の
買
収
に
応
じ
る
旨
の
条
件
が
付
さ
れ
、
一
年
半
後

の
明
治
四
十
三
年
に
政
府
が
借
り
上
げ
、
大
正
六
年

に
は
政
府
に
よ
り
買
収
さ
れ
、
横
浜
線
と
な
っ
た
。

　
横
浜
線
が
全
線
電
化
さ
れ
た
の
は
昭
和
十
六
年
四

月
五
日
で
、
横
浜
市
内
で
は
昭
和
二
十
二
年
に
大
口

駅
が
開
設
さ
れ
た
後
、
沿
線
の
宅
地
開
発
が
進
む
に

つ
れ
て
昭
和
三
十
七
年
に
鴨
居
駅
、
昭
和
三
十
九
年

に
新
幹
線
と
の
乗
換
駅
で
あ
る
新
横
浜
駅
、
昭
和
五

十
四
年
に
は
十
日
市
場
駅
が
そ
れ
ぞ
れ
開
設
さ
れ
て

い
る
。

オ
鶴
見
線

　
大
正
十
五
年
三
月
十
日
、
鶴
見
臨
港
鉄
道
が
弁
天

橋
～
浜
川
崎
間
（
三
キ
ロ
）
と
武
蔵
白
石
～
大
川
間

こ
キ
ロ
）
に
貨
物
専
用
の
鉄
道
を
開
通
さ
せ
た
の

が
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
そ
の
後
、
昭
和
三
年
に
浜
川

崎
～
扇
町
が
開
通
、
旅
客
輸
送
は
昭
和
五
年
十
月
二

十
八
日
の
弁
天
橋
～
鶴
見
仮
駅
間
開
通
時
よ
り
始
め

ら
れ
た
。

　
国
鉄
が
買
収
し
た
の
は
戦
時
中
の
昭
和
十
八
年
。

昭
和
四
十
六
年
三
月
一
日
に
は
全
線
十
二
駅
が
す
べ

て
無
人
化
さ
れ
た
。

カ
南
武
線

　
南
武
線
（
川
崎
～
立
川
）
の
う
ち
、
矢
向
駅
だ
け

が
横
浜
市
内
に
位
置
し
て
い
る
。
南
武
線
も
横
浜
線

や
鶴
見
線
と
同
じ
く
、
開
業
当
初
は
民
間
鉄
道
で
あ
っ

た
。
昭
和
二
年
三
月
九
日
に
南
武
鉄
道
が
川
崎
～
登

戸
間
（
一
七
キ
ロ
）
で
開
業
し
た
の
が
は
じ
ま
り
で

あ
る
。
川
崎
～
立
川
の
全
線
が
開
通
し
た
の
は
昭
和

四
年
の
こ
と
で
、
昭
和
十
九
年
に
は
国
鉄
に
買
収
さ

れ
、
国
鉄
南
武
線
と
な
っ
た
。

②
－
京
浜
急
行

　
京
浜
急
行
の
電
車
開
業
は
明
治
三
十
二
年
、
京
都

電
気
鉄
道
、
名
古
屋
電
気
鉄
道
に
次
い
で
日
本
で
三

番
目
の
電
車
と
し
て
、
大
師
電
気
鉄
道
が
六
郷
橋
～

川
崎
大
師
間
で
営
業
を
開
始
し
た
の
が
は
じ
ま
り
で

あ
る
。
同
年
社
名
を
京
浜
電
気
鉄
道
へ
と
改
め
、
横

浜
市
内
へ
乗
り
入
れ
た
の
は
明
治
三
十
八
年
十
二
月

二
十
四
日
（
品
川
～
神
奈
川
間
）
で
あ
る
。
ま
た
昭

和
五
年
二
月
五
日
に
は
、
三
代
目
横
浜
駅
ま
で
延
伸

さ
れ
た
。

　
一
方
、
三
浦
半
島
方
面
か
ら
は
湘
南
電
気
鉄
道
が

鉄
道
建
設
を
行
い
、
昭
和
五
年
四
月
一
日
に
黄
金
町

～
浦
賀
間
と
金
沢
八
景
～
湘
南
逗
子
間
で
開
業
し
た
。

こ
の
湘
南
電
気
鉄
道
と
京
浜
電
気
鉄
道
は
そ
れ
ぞ
れ

日
ノ
出
町
ま
で
延
伸
し
、
昭
和
六
年
十
二
月
二
十
六

日
に
連
絡
が
完
成
す
る
。
両
鉄
道
は
昭
和
十
六
年
に

合
併
、
戦
時
中
は
東
京
急
行
電
鉄
と
合
併
さ
れ
る
が
、

戦
後
昭
和
二
十
三
年
六
月
か
ら
京
浜
急
行
と
し
て
分

離
・
再
発
足
し
て
い
る
。

③
－
東
京
急
行

　
　
　
（
東
横
線
・
田
園
都
市
線
・
こ
ど
も
の
国
線
）

　
東
京
急
行
の
母
体
は
大
正
十
二
年
に
開
業
し
た
目

黒
蒲
田
電
鉄
で
あ
っ
た
が
、
横
浜
で
の
鉄
道
開
業
は

そ
の
姉
妹
会
社
で
あ
る
東
京
横
浜
電
鉄
に
よ
る
丸
子

多
摩
川
（
現
在
は
多
摩
川
園
）
～
神
奈
川
（
廃
止
）
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特
集
・
大
都
市
交
通
体
系
の
確
立
に
向
け
て
④
横
浜
の
鉄
道

1942　昭和17年

1943　昭和18年

1944　昭和19年

1945　昭和20年

1946　昭和21年

1947　昭和22年

1948　昭和23年

1949

1950

1951

1956

1958

1959

昭和24年

昭和25年

昭和26年

昭和31年

昭和33年

昭和34年

1962　昭和37年

1964　昭和39年

1966　昭和41年

1967　昭和42年

1968　昭和43年

1969

1970

49●

昭和44年

昭和45年

桜
木
町
事
件
（
昭
和
2
6
年
）

月日

　5.1

（10.1）

　4.1

　7.1

　11.1

（12.1）

　4.1

(4.1)

（5 .29）

（8.15）

（11.1）

（11.3）

（4.17）

　12.20

（5.15）

　6.1

（3.15）

（10.21）

　4.24

（9.15）

（12.18）

（5.10）

　7.16

　12.1

（8.1）

　12.25

　5.19

　10.1

（10.10）

（3.31）

　4.1

　5.2

　4.28

　9.24

　4. 1

（4.22）

（10.1）

　3.17

東京横浜電鉄、小田急電鉄、京浜電気鉄道が合併、東京急行電鉄となる

＜横浜市人口100万人突破（1,015,900人）＞

相模鉄道が神中鉄道と合併

鶴見臨港鉄道を国鉄が買収（国鉄鶴見線）

新子安駅開業

＜南区新設（８区）＞

横須賀線：横須賀～久里浜開通

南武鉄道を国鉄が買収（国鉄南武線）

＜西区新設（９区）＞

＜横浜大空襲＞

＜終戦、日本無条件降伏＞

＜横浜市人口624,994人（人口調査）＞

＜日本国憲法公布＞

＜地方自治法公布＞

横浜線大口駅開業

＜金沢区新設（10区）＞

東京急行電鉄より小田急電鉄、京浜急行電鉄、京王帝都電鉄が分離･再発足

＜日本貿易博覧会開催（野毛、反町）＞

＜横浜国際港都建設法公布＞

桜木町駅で電車火災（桜木町事件）

＜横浜市人口再び100万人突破＞

＜日本、国連に加盟＞

＜開港100年記念行事開催（横浜公園）＞

トロリーバス開業（三ツ沢西町～横浜駅西口～常盤園前）

トロリーバス：三ツ沢西町～常盤園前開通、循環運転開始

＜横浜市人口150万人突破＞

横浜線鴨居駅開業

根岸線：桜木町～磯子開通

東海道新幹線：東京～新大阪開通

＜東京オリンピック開催＞

＜日本の総人口Ht人突破＞

東急田園都市線：溝の口～長津田開通

ドリームモノレール（ドリーム交通）：大船～ドリームランド開通

東急こどもの国線：長津田～こどもの国開通

ドリームモノレール（ドリーム交通）運転休止

東急田園都市線：長津田～つくし野開通

＜横浜市人口200万人突破＞

＜港南、旭、緑、瀬谷の４区新設（14区）＞　／

根岸線：磯子～洋光台開通

年 項目



間
（
一
四
・
六
キ
ロ
）
が
最
初
で
あ
る
。
昭
和
二
年

に
は
渋
谷
ま
で
延
伸
さ
れ
、
横
浜
側
で
は
昭
和
三
年

に
高
島
町
ま
で
、
昭
和
七
年
に
は
桜
木
町
ま
で
開
通

し
て
い
る
。
東
京
横
浜
電
鉄
は
昭
和
十
七
年
に
小
田

急
電
鉄
、
京
浜
電
気
鉄
道
と
合
併
し
て
東
京
急
行
電

鉄
と
な
っ
た
（
昭
和
二
十
三
年
分
離
・
再
発
足
）
。

　
昭
和
十
八
年
に
大
井
町
線
と
し
て
溝
の
口
ま
で
開

通
し
て
い
た
路
線
を
、
多
摩
丘
陵
の
宅
地
開
発
に
あ

わ
せ
て
横
浜
線
と
。
の
接
続
駅
長
津
田
ま
で
延
伸
、
昭

和
四
十
一
年
四
月
一
日
に
開
通
し
た
の
が
田
園
都
市

線
で
あ
る
。
田
園
都
市
線
は
そ
の
後
順
次
延
伸
し
、

昭
和
五
十
九
年
に
中
央
林
間
ま
で
開
通
し
て
い
る
。

　
ま
た
昭
和
四
十
二
年
四
月
二
十
八
日
に
は
、
長
津

田
～
こ
ど
も
の
国
間
（
三
・
四
キ
ロ
）
で
こ
ど
も
の

国
線
が
開
通
し
て
い
る
。

④
－
相
模
鉄
道

　
相
模
鉄
道
の
前
身
は
、
大
正
十
五
年
五
月
十
二
日

に
厚
木
圭
一
俣
川
間
で
開
業
し
た
神
中
鉄
道
で
あ
る
。

神
中
鉄
道
は
三
代
目
横
浜
駅
に
向
け
て
順
次
延
伸
開

通
を
重
ね
、
昭
和
八
年
十
二
月
二
十
七
日
横
浜
駅
へ

乗
り
入
れ
た
。
昭
和
十
八
年
に
は
現
在
の
Ｊ
Ｒ
相
模

線
を
経
営
し
て
い
た
相
模
鉄
道
に
合
併
さ
れ
た
が
、

相
模
線
は
昭
和
十
九
年
国
に
買
収
さ
れ
て
い
る
。

　
相
鉄
い
ず
み
野
線
は
、
昭
和
五
十
一
年
四
月
八
日

に
二
俣
川
～
い
ず
み
野
間
で
開
通
、
平
成
二
年
に
は

い
ず
み
中
央
ま
で
開
通
し
、
現
在
、
小
田
急
江
ノ
島

線
湘
南
台
駅
ま
で
延
伸
建
設
を
行
っ
て
い
る
。

⑤
－
横
浜
市
営
交
通

　
　
　
（
市
電
・
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
・
地
下
鉄
）

　
横
浜
の
市
電
は
明
治
三
十
七
年
七
月
十
五
日
、
横

浜
電
気
鉄
道
に
よ
る
神
奈
川
～
大
江
橋
間
の
開
通
に

は
じ
ま
る
。
大
正
十
年
四
月
に
横
浜
市
が
買
収
し
て

市
営
電
車
と
な
り
、
営
業
規
模
も
拡
大
、
昭
和
十
九

年
に
は
営
業
四
八
・
七
八
キ
ロ
、
一
日
平
均
三
十
五

万
八
千
人
の
利
用
が
あ
っ
た
。
戦
後
も
昭
和
三
十
年

代
に
営
業
五
一
・
七
九
キ
ロ
、
一
日
平
均
三
十
～
二

十
三
万
人
の
乗
客
を
輸
送
し
て
い
た
。

　
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
は
正
式
に
は
「
無
軌
条
電
車
」
と

い
う
。
市
電
の
経
営
が
悪
化
す
る
中
で
、
路
面
電
車

よ
り
経
費
が
少
な
く
て
す
み
、
バ
ス
よ
り
も
輸
送
力

が
大
き
い
交
通
機
関
と
し
て
、
昭
和
三
十
四
年
七
月

十
六
日
、
三
ツ
沢
西
町
～
横
浜
駅
西
口
～
常
盤
園
前

（
七
・
七
四
キ
ロ
）
で
開
通
、
同
年
十
二
月
に
は
三

ツ
沢
西
町
～
常
盤
園
前
を
結
び
、
全
長
九
・
四
八
キ

ロ
の
循
環
線
と
し
て
運
行
し
た
。

　
市
電
は
昭
和
四
十
一
年
か
ら
順
次
路
線
が
廃
止
さ

れ
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
の
営
業
限
り
で

神中鉄道

ト
ロ
リ
ー
バ
ス
と
と
も
に
廃
止
さ
れ
た
。
か
わ
っ
て

同
年
十
二
月
十
六
日
、
市
営
地
下
鉄
が
上
大
岡
～
伊

勢
佐
木
長
者
町
間
（
五
・
ニ
キ
ロ
）
で
開
業
し
た
。

市
営
地
下
鉄
は
そ
の
後
延
伸
開
通
を
重
ね
、
平
成
五

年
三
月
十
八
日
の
新
横
浜
～
あ
ざ
み
野
間
開
通
に
よ

り
、
現
在
戸
塚
～
あ
ざ
み
野
間
三
三
・
〇
キ
ロ
で
営

業
を
行
う
と
と
も
に
、
戸
塚
～
湘
南
台
間
の
延
伸
建

設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

⑥
－
そ
の
他

　
こ
の
他
に
横
浜
市
内
に
は
、
ド
リ
ー
ム
モ
ノ
レ
ー

ル
、
金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
建
設
中
の
み
な
と

み
ら
い
2
1
線
が
あ
る
。

　
ド
リ
ー
ム
モ
ノ
レ
ー
ル
（
ド
リ
ー
ム
交
通
）
は
、

昭
和
四
十
一
年
五
月
二
日
に
大
船
～
ド
リ
ー
ム
ラ
ン

ド
間
で
開
業
し
た
が
、
軌
道
の
問
題
か
ら
翌
年
に
は

市電（横浜電気鉄道時代：現在の阪東橋付近）

市電（昭和25年：長者町５丁目）
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特
集
・
大
都
市
交
通
体
系
の
確
立
に
向
け
て
④
横
浜
の
鉄
道

1971

1972

昭和46年

昭和47年

1973　昭和48年

1976　昭和51年

1978　昭和53年

1979

1980

1981

1983

1984

1985

1986

1987

昭和54年

昭和55年

昭和56年

昭和58年

昭和59年

昭和60年

昭和61年

昭和62年

1989　平成元年

1990

1992

1993

平成２年

平成４年

平成５年

1994　平成６年

51c

月日

　3.1

(2.3)

　3.31

　4.1

　12.16

　4.9

(11.1)

　4.8

　7.1

　9.4

　10.15

(4.4)

(5.1)

　4.1

　10.1

(12.20)

(11.8)

　4.9

　3.14

(12.2)

(11.3)

　4.1

　5.24

（3.25）

　7.5

　8.27

（9 .27）

　4.4

　11.24

　3.18

(7.14)

(12.24)

　2.4

　10.14

　(11.6)

鶴見線：全線12駅を無人化

＜冬季オリンピック札幌大会開催＞

市電・トロリーバス、この日の営業限りで廃止

東急田園都市線：つくし野～すずかけ台開通

市営地下鉄：上大岡～伊勢佐木長者町開通

根岸線：洋光台～大船開通（全線開通）

＜横浜市人口250万人突破＞

相鉄いずみ野線：二俣川～いずみ野開通

東海道新幹線：ひかり号新横浜停車（１日に上下各１本）

市営地下鉄：伊勢佐木長者町～横浜、上大岡～上永谷開通

東急田園都市線：すずかけ台～つきみ野開通

＜横浜スタジアム開設＞

＜横浜市人口大阪市を抜き全国第２位となる＞

横浜線十日市場駅開業

横須賀線が東海道線と分離、東戸塚駅開業

＜横浜市総合計画「よこはま21世紀プラン」策定＞

＜みなとみらい21事業起工＞

東急田園都市線：つきみ野～中央林間開通

市営地下鉄：横浜～新横浜、上永谷～舞岡開通

＜横浜市人口300万人突破＞

＜栄区、泉区新設（16区）＞

国鉄民営化、JR発足

市営地下鉄：舞岡～戸塚開通（戸塚駅は暫定開業）

＜横浜博覧会開催（みなとみらい21地区）＞

金沢シーサイドライン（横浜新都市交通）：新杉田～金沢八景（暫定駅）開通

市営地下鉄：戸塚駅本格開業

＜横浜ベイブリッジ開通＞

相鉄いずみ野線：いずみ野～いずみ中央開通

横浜高速鉄道：みなとみらい21線起工

市営地下鉄：新横浜～あざみ野開通

＜横浜ランドマークタワー竣工＞

＜「ゆめはま2010プラン」長期ビジョン策定＞

市営地下鉄：戸塚～湘南台間起工

第１回「鉄道の日」（10月11日～20日「鉄道の旬間」）

＜青葉区、都筑区新設（18区）＞

年 項　　目



運
行
を
と
り
や
め
、
現
在
運
行
休
止
中
で
あ
る
。
新

交
通
シ
ス
テ
ム
・
金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
横
浜

新
都
市
交
通
）
は
、
平
成
元
年
七
月
五
日
に
新
杉
田

～
金
沢
八
景
（
暫
定
駅
）
間
で
開
通
、
み
な
と
み
ら

い
2
1
線
（
横
浜
高
速
鉄
道
）
は
平
成
四
年
十
一
月
二

十
四
日
か
ら
着
工
さ
れ
、
現
在
建
設
中
で
あ
る
。

△
参
考
文
献
▽

　
（
１
）
長
谷
川
弘
和
・
古
川
文
夫
「
か
な
が
わ
の
鉄

道
」
神
奈
川
合
同
出
版
・
か
も
め
文
庫
（
一
九
七
八

年
ブ
　
（
２
）
横
浜
学
公
開
講
座
1
2
‥
長
谷
川
弘
和
「
横
浜

と
鉄
道
」
横
浜
学
連
絡
会
議
（
一
九
九
四
年
）

　
（
３
）
三
島
富
士
夫
・
宮
田
道
一
　
「
鉄
道
と
街
・
横

浜
駅
」
大
正
出
版
（
一
九
八
五
年
）

　
（
４
）
東
京
南
鉄
道
管
理
局
「
汐
留
・
品
川
・
桜
木

町
駅
百
年
史
」
（
一
九
七
三
年
）

　
（
５
）
京
浜
急
行
電
鉄
株
式
会
社
「
京
浜
急
行
八
十

年
史
」
（
一
九
八
〇
年
）

　
（
６
）
相
模
鉄
道
株
式
会
社
「
相
鉄
七
十
年
史
」

（
一
九
八
七
年
）

　
（
７
）
宮
田
道
一
　
「
日
本
の
私
鉄
８
・
東
急
」
保
育

社
（
一
九
八
一
年
）

　
（
８
）
横
浜
市
「
図
説
・
横
浜
の
歴
史
」
（
一
九
八

九
年
）

　
（
９
）
横
浜
市
企
画
調
整
局
「
港
町
・
横
浜
の
都
市

形
成
史
」
（
一
九
八
一
年
）

　
（
1
0
）
横
浜
市
交
通
局
「
ち
ん
ち
ん
電
車
－
ハ
マ
ツ

子
の
足
7
0
年
」
（
一
九
七
二
年
）

　
（
1
1
）
横
浜
市
交
通
局
「
横
浜
市
高
速
鉄
道
建
設
史
」

（
一
九
八
七
年
）

　
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
横
浜
市
内
在
住
の

鉄
道
研
究
家
で
あ
る
長
谷
川
弘
和
氏
よ
り
監
修
・
協

力
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
掲
載
し
た
写
真
は
す
べ

て
長
谷
川
氏
よ
り
提
供
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

長
谷
川
弘
和
（
は
せ
が
わ
　
ひ
ろ
か
ず
）

　
歯
科
医
院
経
営
・
大
正
十
四
年
生
ま
れ

　
鉄
道
友
の
会
神
奈
川
サ
ー
ク
ル
代
表
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